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こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

福
岡
県
西
方
沖
地
震
（
１７
年
）

等
の
経
験
を
踏
ま
え
、
漁
業

地
域
に
お
け
る
防
災
対
策
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
１８
年
３
月
に
漁

業
地
域
の
災
害
に
備
え
て
取

り
組
む
べ
き
対
策
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
今
般
の
東
日
本
大
震
災

は
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
遙

か
に
超
え
る
も
の
で
あ
り
、

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た

防
災
・
減
災
対
策
は
必
ず
し

も
十
分
に
は
機
能
せ
ず
、
結

果
と
し
て
多
く
の
漁
業
地
域

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
。
改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、

「
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え

た
漁
業
地
域
の
防
災
対
策
検

討
会
」
（
座
長
・
長
野
章
は

こ
だ
て
未
来
大
学
名
誉
教

授
）
の
通
算
３
回
の
議
論
を

重
ね
、
更
に
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
被
災
地
及
び
東
海

地
震
、
東
南
海
・
南
海
地
震

の
調
査
・
点
検
を
実
施
し
て
、

従
来
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

十
分
に
対
応
で
き
な
い
課
題

等
に
つ
い
て
対
策
を
追
加
し

て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
の

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

�
災
害
に
対
す
る
事
前
の
備

え
を
計
画
的
に
進
め
る
必
要

性
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）」
の
観
点
を
追
加
し
、

事
前
に
対
応
す
べ
き
減
災
対

策
に
つ
い
て
追
記
。
ま
た
、

水
産
業
は
生
産
か
ら
流
通
ま

で
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
か
ら
、
各
主
体
間
の

連
携
を
踏
ま
え
た
広
域
的
な

事
業
継
続
計
画
の
考
え
方
に

つ
い
て
提
案
。

�
東
日
本
大
震
災
で
は
、
防

潮
堤
の
内
外
、
低
地
と
高
地

な
ど
の
立
地
条
件
と
被
災
程

度
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
漁
業
地
域

の
土
地
利
用
に
つ
い
て
ゾ
ー

ン
分
類
を
行
い
、
そ
の
再
編

・
高
度
化
等
に
資
す
る
考
え

方
を
記
述
。

�
東
日
本
大
震
災
後
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
て
、
徒
歩
と

車
に
よ
る
避
難
行
動
の
実

態
、
水
門
・
陸
閘
の
閉
鎖
作

業
の
実
態
、
津
波
到
達
時
間

の
把
握
状
況
、
海
上
避
難
行

動
の
実
態
等
の
合
計
１２
の
災

害
関
連
情
報
を
追
加
。

水
産
庁
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
改
訂
と
併
せ
て
、
防

災
・
減
災
計
画
を
容
易
に
策

定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

減
災
計
画
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
訂
も
進
め
て
お
り
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
漁
業
地
域
に
お

い
て
防
災
計
画
の
立
案
が
可

能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
水
産
庁
で
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
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ttp
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）
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
各

地
の
説
明
会
等
に
出
席
し
、

全
国
の
漁
業
地
域
へ
の
普
及

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。な

お
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
近
日
中
に
全
国
漁
港
漁

場
協
会
か
ら
出
版
さ
れ
る
予

定
。

【
災
害
に
強
い
漁
業
地
域
づ

く
り
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概

要
】

１
�
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
基
本

的
な
考
え
方

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

次
の
３
つ
の
観
点
か
ら
対
策

を
検
討

�
漁
業
地
域
の
住
民
・
来
訪

者
等
の
安
全
確
保

�
水
産
物
生
産
・
流
通
機
能

の
確
保

�
漁
港
施
設
等
の
防
災
機
能

の
確
保

ま
た
、
こ
の
観
点
を
踏
ま

え
て
�
漁
業
地
域
の
防
災
力

向
上
（
生
活
）
、
�
水
産
物

の
生
産
・
流
通
機
能
の
保
全

（
水
産
業
）
の
２
本
の
柱
で
、

個
別
対
策
を
検
討

２
�
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
象

者
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

漁
港
担
当
部
局
と
防
災
担
当

部
局
と
が
連
携
を
と
り
つ
つ

主
体
と
な
り
、
地
域
の
防
災

に
か
か
わ
る
関
係
機
関
、
組

織
、
住
民
等
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
漁
業
地
域
協
議
会
で
の

活
用
を
想
定

３
�
予
防
・
応
急
・
復
旧
に

お
け
る
防
災
対
策

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、

災
害
の
事
前
、
応
急
及
び
復

旧
の
時
系
列
に
応
じ
た
各
段

階
で
記
述
。
具
体
的
に
は
、

第
�
章
に
「
周
到
な
災
害
予

防
対
策
」
、
第
�
章
に
「
迅

速
な
災
害
応
急
対
策
」
、
更

に
第
	
章
に
「
円
滑
な
災
害

復
旧
・
復
興
」
と
い
う
防
災

・
災
害
対
応
の
過
程
毎
に
、

各
主
体
が
取
る
べ
き
対
策
等

を
記
述

４
�
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

る
地
域
診
断

第


章
の
「
災
害
に
強
い

漁
業
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
」
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

使
い
、
自
ら
の
地
域
の
状
況

に
つ
い
て
、
地
域
の
防
災
力

診
断
を
行
う
こ
と
が
可
能

５
�
参
考
情
報
と
コ
ラ
ム

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
、
防
災
対
策
の
検
討
に
資

す
る
参
考
情
報
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
有
識
者
に
よ

る
コ
ラ
ム
を
追
加
し
関
連
す

る
話
題
を
提
供

【
検
討
委
員
名
簿
】

▽
長
野
章
（
座
長
）
（
公
立

は
こ
だ
て
未
来
大
学
名
誉
教

授
）

▽
中
林
一
樹
（
明
治
大
学
大

学
院
政
治
経
済
学
研
究
科
特

任
教
授
）
▽
藤
間
功
司
（
防

衛
大
学
校
シ
ス
テ
ム
工
学
群

教
授
）
▽
濱
田
武
士
（
東
京

海
洋
大
学
海
洋
科
学
部
准
教

授
）
▽
関
い
ず
み
（
東
海
大

学
海
洋
学
部
海
洋
文
明
学
科

准
教
授
）
▽
浅
川
典
敬
（
水

産
工
学
研
究
所
水
産
土
木
工

学
部
主
幹
研
究
員
）
▽
大
森

敏
弘
（
全
漁
連
漁
政
部
長
）

▽
須
能
邦
雄
（
石
巻
魚
市
場

�
代
表
取
締
役
社
長
▽
森
部

慎
之
助
（
高
知
県
危
機
管
理

部
長
）
▽
佐
藤
健
一
（
気
仙

沼
市
危
機
管
理
監
）

http : //www.gyokou.or.jp/

水
産
庁
は
、
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
を
踏
ま
え
て
改
訂
作
業
を
進
め
て

い
た
「
災
害
に
強
い
漁
業
地
域
づ
く
り
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
４
月
２７
日
に
公
表
し
た
。

水
産
庁
で
は
、
漁
村
の
活

力
を
向
上
さ
せ
、
漁
業
者
の

手
取
り
と
漁
村
で
の
雇
用
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、
漁
業
地
域
の
多
様
な
資

源
を
活
用
し
た
漁
業
・
漁
村

の
６
次
産
業
化
を
推
進
し
て

い
る
。

こ
の
取
組
は
、
漁
村
で
活

動
し
て
い
る
地
域
の
人
々
の

自
主
的
な
活
動
が
最
も
重
要

で
あ
る
が
、
試
行
錯
誤
し
て

い
る
事
例
も
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
水
産
庁
防
災
漁
村
課

で
は
、
漁
業
・
漁
村
の
６
次

産
業
化
に
つ
い
て
、
十
分
に

理
解
を
深
め
、
同
取
組
に
お

け
る
課
題
の
解
決
を
促
進
す

る
た
め
、
説
明
者
を
各
地
に

派
遣
す
る
こ
と
と
し
た
。

つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県

漁
港
漁
場
協
会
等
の
各
種
講

習
会
・
研
修
会
や
市
町
村
・

漁
協
・
漁
協
青
年
部
等
に
お

い
て
、
漁
業
・
漁
村
の
６
次

産
業
化
に
関
す
る
説
明
・
意

見
交
換
な
ど
の
希
望
が
あ
れ

ば
、
水
産
庁
防
災
海
岸
課
長

は
じ
め
担
当
者
が
、
可
能
な

限
り
出
向
き
説
明
す
る
（
出

前
講
座
）
と
の
こ
と
で
あ
る

の
で
�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

ま
た
は
左
記
の
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
連
絡
頂
き
た
い
。

な
お
、
水
産
庁
で
想
定
し

て
い
る
テ
ー
マ
の
例
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

〇
漁
業
地
域
の
６
次
産
業
化

に
つ
い
て
（
事
例
と
支
援
策

等
）

〇
水
産
物
直
販
所
の
現
状
と

課
題

〇
都
市
漁
村
交
流
の
推
進

（
交
流
事
例
や
子
供
の
受
入

れ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

水
産
庁
防
災
漁
村
課

環
境
整
備
班

山
本
・
武
下

電
話：
０
３

（
６
７
４
４
）

２
３
９
２

フ
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０
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８
１
）
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水
産
政
策
審
議
会
の
「
第

３３
回
漁
港
漁
場
整
備
分
科

会
」
が
５
月
１０
日
午
前
１０
時

か
ら
東
京
・
霞
ヶ
関
の
農
林

水
産
省
で
開
催
さ
れ
、
宮
城

県
が
管
理
す
る
気
仙
沼
漁
港

及
び
女
川
漁
港
の
漁
港
区
域

の
変
更
に
係
る
認
可
申
請
に

つ
い
て
の
諮
問
事
項
が
審
議

さ
れ
た
。

両
漁
港
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
被
災
し
た
が
、
沈

下
し
た
漁
港
全
体
の
地
盤
の

嵩
上
げ
を
行
っ
て
加
工
場
を

集
約
的
に
配
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
工
場
廃
水
の
一
括
処

理
、
作
業
の
効
率
化
、
食
品

の
品
質
・
衛
生
管
理
や
物
流

管
理
の
向
上
が
図
ら
れ
て
漁

港
機
能
の
再
生
が
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
、
漁
港
区
域
を

拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
も

の
。

水
産
加
工
エ
リ
ア
の
み
な

ら
ず
、
物
流
の
た
め
の
ト
ラ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
避
難
路
の
役

割
も
果
た
す
基
幹
道
路
の
整

備
等
も
行
う
。

審
議
の
結
果
、
諮
問
の
通

り
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
旨
の
答
申
が
行
わ
れ

た
。

平
成

２４

年

４

月

１９

日

（
木
）
、
農
林
水
産
省
７
階

講
堂
に
お
い
て
「
平
成
２４
年

度
漁
港
漁
場
関
係
事
業
担
当

者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、全
国
の
漁
港

漁
場
関
係
事
業
の
検
査
及
び

災
害
の
担
当
者
を
対
象
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
全
国
か
ら
１
３
０
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

会
議
は
、
検
査
部
門
と
災

害
部
門
に
分
け
て
行
わ
れ
、

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
整

備
課
、
防
災
漁
村
課
の
担
当

官
及
び
国
土
交
通
省
国
土
政

策
局
広
域
地
方
政
策
課
の
担

当
官
よ
り
資
料
に
基
づ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
。

会
議
内
容
は
次
の
通
り
。

【
検
査
部
門
】

一
、
水
産
基
盤
整
備
事
業
の

実
施
上
の
留
意
点
に
つ
い
て

二
、
漁
港
漁
場
関
係
事
業
等

に
お
け
る
積
算
基
準
の
改
訂

等
に
つ
い
て

三
、
国
が
行
う
漁
場
整
備
事

業
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整

備
事
業
）
に
つ
い
て

四
、
平
成
２３
年
次
会
計
検
査

の
結
果
に
つ
い
て

五
、
平
成
２４
年
次
会
計
検
査

に
つ
い
て

六
、
会
計
実
地
検
査
関
係
資

料
の
提
出
に
つ
い
て

七
、
成
功
認
定
検
査
、
し
ゅ

ん
功
認
定
検
査
及
び
事
業
実

施
状
況
調
査
に
つ
い
て

八
、
成
功
認
定
等
の
解
説

【
災
害
部
門
】

一
、
漁
港
関
係
災
害
対
策
の

動
向

二
、
水
産
関
係
施
設
災
害
復

旧
事
業
の
概
要

三
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害

と
対
応

四
、
水
産
関
係
施
設
災
害
復

旧
事
業
の
予
算
、
制
度
改
正

事
項

五
、
平
成
２４
年
度
過
年
発
生

災
害
復
旧
事
業
等
の
再
調
査

六
、
そ
の
他

�
防
災
面
か
ら
み
た
海
岸
保

全
施
設
の
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て

�
「
災
害
に
強
い
漁
業
地
域

の
減
災
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等

の
策
定
（
改
訂
）
に
つ
い
て

�
東
日
本
大
震
災
被
災
県
に

係
る
被
災
県
及
び
市
町
村
へ

の
人
的
支
援
に
つ
い
て

�
災
害
対
策
等
緊
急
事
業
推

進
費
に
つ
い
て

平成２４年５月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人

社団法人 全国漁港漁場協会

田 中 潤 兒
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災
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強
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水
産
政
策
審
議
会

「
漁
業
・
漁
村
の
６
次
産
業
化
」に
関
す
る

出
前
講
座
（
説
明
者
派
遣
）
の
ご
案
内

水 産 庁

第
３３
回
漁
港
漁
場

整
備
分
科
会
開
催分科会の様子
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平
成
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度

漁
港
漁
場
関
係
事
業
担

当
者
会
議
開
催
さ
れ
る
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�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

は
、
平
成
２４
年
度
第
１
回
理

事
会
を
５
月
１０
日
午
後
１
時

３０
分
か
ら
東
京
・
千
代
田
区

の
商
工
会
館
に
お
い
て
開
催

し
、
理
事
出
席
１１
名
、
委
任

状
提
出
１７
名
及
び
監
事
出
席

２
名
に
よ
り
第
６９
回
通
常
総

会
付
議
議
案
な
ど
を
審
議
し

た
。冒

頭
、
田
中
潤
兒
会
長
が

「
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
て
多
く
の
水
産
都

市
・
漁
村
や
漁
港
が
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
が
、
こ
の

他
大
雨
、
台
風
等
も
あ
り
、

災
害
の
多
い
一
年
だ
っ
た
。

日
本
は
災
害
の
多
い
国
だ
と

改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

更
に
、
東
海
、
東
南
海
、

南
海
等
の
地
震
津
波
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
二
度

と
悲
惨
な
大
災
害
が
起
き
な

い
よ
う
に
漁
村
に
お
け
る
防

災
・
減
災
対
策
を
一
刻
も
早

く
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

事
業
費
や
会
員
の
減
少
な

ど
我
々
団
体
を
取
り
巻
く
諸

情
勢
は
益
々
厳
し
く
な
っ
て

い
る
が
、
本
会
は
、
皆
様
の

協
力
を
得
て
啓
発
普
及
活

動
、
提
言
活
動
等
を
工
夫
し

て
実
施
し
、
ま
た
地
域
振
興
、

防
災
な
ど
の
取
組
み
を
推
進

し
て
い
く
。

併
せ
て
経
費
節
減
に

努
め
る
の
で
理
解
を
お

願
い
す
る
。
」
と
挨
拶

し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
宇

賀
神
義
宣
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
長

よ
り
、
「
去
る
３
月
２３

日
に
新
た
な
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
今
後
▽
災
害
に

強
く
安
全
な
地
域
づ
く
り
の

推
進
▽
水
産
物
の
安
定
的
な

提
供
・
国
際
化
に
対
応
で
き

る
力
強
い
水
産
業
づ
く
り
の

推
進
▽
豊
か
な
生
態
系
を
目

指
し
た
水
産
環
境
整
備
の
推

進
の
３
本
柱
に
重
点
的
に
取

り
組
む
。
こ
れ
か
ら
来
年
度

予
算
に
つ
い
て
都
道
府
県
と

議
論
し
て
い
き
た
い
。

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ

い
て
は
、
特
に
漁
村
の
復
興

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
安

全
な
生
活
を
送
り
な
が
ら
海

の
近
く
に
住
む
と
い
う
こ
と

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま

た
、
地
盤
沈
下
に
よ
り

水
産
加
工
場
は
困
っ
て
い
る

が
、
公
共
用
地
の
嵩
上
げ
と

一
体
と
な
っ
て
公
共
事
業
で

嵩
上
げ
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
漁
港
区
域
内
と

い
う
条
件
が
あ
る
の
で
区
域

の
拡
大
に
よ
り
対
処
し
て
い

く
場
合
が
あ
る
。
」
と
最
近

の
状
況
説
明
を
兼
ね
た
挨
拶

が
あ
っ
た
。

田
中
会
長
が
議
長
と
な

り
、
越
善
靖
夫
理
事
（
青
森

県
漁
港
漁
場
協
会
会
長
）
及

び
上
机
莞
治
理
事
（
岩
手
県

漁
港
漁
村
協
会
副
会
長
）
を

議
事
録
署
名
人
に
指
名
し
、

議
案
審
議
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案
「
第
６９
回
通

常
総
会
付
議
事
項
に
つ
い

て
」
は
、
５
月
２３
日
に
開
催

す
る
通
常
総
会
に
、
（
一
）

平
成
２３
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
報
告
承
認
の
件

（
二
）
平
成
２４
年
度
事
業
計

画
、
収
支
予
算
及
び
会
費
承

認
の
件
（
三
）
役
員
報
酬
承

認
の
件
（
四
）
公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
に
つ
い
て
（
五
）

定
款
の
変
更
に
つ
い
て
を
原

案
通
り
付
議
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

第
２
号
議
案
「
短
期
借
入

金
限
度
額
に
つ
い
て
」
は
、

限
度
額
を
３
０
０
０
万
円
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

第
３
号
議
案
「
第
６４
回
全

国
漁
港
漁
場
大
会
の
開
催
地

に
つ
い
て
」
は
、
平
成
２５
年

度
の
第
６４
回
全
国
漁
港
漁
場

大
会
を
愛
媛
県
松
山
市
に
お

い
て
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

そ
の
ほ
か
、
「
東
日
本
大

震
災
の
義
援
金
」
及
び
水
産

庁
が
計
画
し
て
い
る
出
前
講

座
（
説
明
者
派
遣
）
に
つ
い

て
、
事
務
局
よ
り
報
告
が
あ

っ
た
。

理
事
会
の
出
席
者
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）。

《
来
賓
》
宇
賀
神
義
宣
計
画

課
長

《
理
事
》
田
中
潤
兒
会
長
、

伏
見
悦
夫
副
会
長
、
野
村
興

兒
副
会
長
、
越
善
靖
夫
、
上

机
莞
治
、
盛
合
敏
子
、
仙
頭

義
寛
、
中
畑
保
一
、
藤
本
昭

夫
、
鬼
頭
平
三
、
鹿
田
正
一

《
監
事
》
高
橋
征
人
、
関
敬

信

平
成
２４
年
度
の
漁
港
漁
場

関
係
事
業
優
良
請
負
者
の
表

彰
式
が
、
５
月
１０
日
午
後
１

時
か
ら
水
産
庁
長
官
室
で
行

わ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰

状
、
水
産
庁
長
官
表
彰
状
が

佐
藤
正
典
長
官
か
ら
手
渡
さ

れ
た
。
表
彰
さ
れ
た
請
負
者

は
次
の
通
り
。

【
農
林
水
産
大
臣
表
彰
】

�
中
田
組
（
代
表
取

締
役
社
長
・
中
田
伸
也
、

北
海
道
）
、
大
坂
建
設

�
（
代
表
取
締
役
・
大

坂
文
人
、
岩
手
県
）
、

大
石
建
設
�
（
代
表
取

締
役
社
長
・
松
永
和
夫
、

長
崎
県
）

【
水
産
庁
長
官
表
彰
】

�
熊
谷
建
設
工
業
（
代
表
取

締
役
社
長
・
熊
谷
國
治
、
青

森
県
）
、
�
清
水
組
（
代
表

取
締
役
社
長
・
清
水
重
輝
、

秋
田
県
）、
大
森
建
設
�（
代

表
取
締
役
・
大
森
三
四
郎
、

秋
田
県
）、
高
砂
建
設
�（
代

表
取
締
役
社
長
・
伊
藤
定
次
、

三
重
県
）
、
�
関
組
（
代
表

取
締
役
・
渥
美
宣
夫
、
福
井

県
）
、
大
字
建
設
�
（
代
表

取
締
役
・
大
字
徹
、香
川
県
）、

�
西
海
建
設
（
代
表
取
締
役

・
寺
澤
律
子
、
長
崎
県
）
、

黒
瀬
建
設
�
（
代
表
取
締
役

社
長
・
濱
谷
博
、
長
崎
県
）、

�
礎
（
代
表
取
締
役
社
長
・

舛
本
省
三
、
熊
本
県
）
、
協

栄
海
事
土
木
�
（
代
表
取
締

役
社
長
・
寄
川
一
博
、
沖
縄

県
）

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長＝

野
村
興
兒
萩
市
長
）

は
、
４
月
２７
日
（
金
）
、
山

口
市
内
の
防
長
苑
に
お
い

て
、
県
及
び
市
町
の
漁
港
漁

場
関
係
担
当
者
約
５０
名
の
参

加
に
よ
る
平
成
２４
年
度
漁
港

漁
場
関
係
業
務
研
修
会
を
開

催
し
た
。
県
と
漁
港
漁
場
協

会
の
共
催
に
よ
り
毎
年
開
催

し
て
お
り
今
回
で
２１
回
目
。

主
催
者
を
代
表
し
て
石
田

明
・
県
漁
港
漁
場
整
備
課
調

整
監
の
挨
拶
に
続
い
て
講
義

が
行
わ
れ
た
。
演
題
と
講
師

は
次
の
通
り
。

▽
水
産
基
盤
整
備
事
業
に
つ

い
て：

漁
港
漁
場
整
備
課

整
備
班
主
任
技
師
梅
里
敏
則

・
整
備
班
技
師
林
謙
一

▽
漁
港
海
岸
事
業
に
つ
い

て：

漁
港
漁
場
整
備
課
整

備
班
主
任
技
師
佐
々
木

崇

▽
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い

て：

漁
港
漁
場
整
備
課
整

備
班
主
任
中
島
和
正

▽
公
共
事
業
の
適
正
執
行
に

つ
い
て：

漁
港
漁
場
整
備

課

整
備
班
主
査
田
中
泰
三

▽
（
一
財
）
山
口
県
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
業
務
紹
介：

（
一
財
）
山
口
県
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
研
修
課
長
城
一
俊

幸
・
技
術
課
長
廣
川
昭
典

▽
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
、
適
化
法
、
利
用
計
画
、

事
業
計
画
及
び
事
業
評
価
に

つ
い
て：

漁
港
漁
場
整
備

課
計
画
班
主
査
渡
壁
進

▽
漁
場
事
業
、
非
公
共
事
業

に
つ
い
て：

漁
港
漁
場
整

備
課
計
画
班
主
査
高
田
茂
弘

▽
漁
港
管
理
に
つ
い
て：

漁
港
漁
場
整
備
課
漁
港
管
理

班
主
任
河
口
正
己
・
漁
港
管

理
班
主
事
西
村
清
和

（
四
月
十
五
日
付
）

退
職
（
独
立
行
政
法
人
農

林
漁
業
信
用
基
金
漁
業
管
理

・
融
資
室
業
務
推
進
課
課
長

補
佐
へ
）
（
漁
港
漁
場
整
備

部
防
災
漁
村
課
構
造
改
善
施

設
班
整
備
係
長
）
林

希
彦

（
四
月
十
六
日
付
）

資
源
管
理
部
国
際
課
課
長

補
佐
・
海
外
漁
業
協
力
第
１

班
担
当
（
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
課
課
長
補
佐
・
調
査
班

担
当
）

青
木
保
男

漁
港
漁
場
部
計
画
課
課
長

補
佐
・
調
査
班
担
当
（
瀬
戸

内
海
漁
業
調
整
事
務
所
調
整

課
長
）
山
川
勝
彦

（
四
月
二
十
日
付
）

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発

局
釧
路
開
発
建
設
部
釧
路
港

湾
事
務
所
第
２
工
務
課
第
１

工
務
係
長
（
外
務
省
サ
ン
パ

ウ
ロ
日
本
国
総
領
事
館
副
領

事
）
佐
々
木
真
一
郎

北
海
道
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
伏
見
悦
夫
大
樹
町

長
）は
、
４
月
２５
日
午
後
１
時

３０
分
か
ら
札
幌
市
の
ポ
ー
ル

ス
タ
ー
札
幌
に
お
い
て
、第
５９

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
伏
見
会
長
が
「
昨

年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

北
海
道
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
が
短
期
間
で
復
旧
の
目

処
が
た
っ
た
。

昨
年
の
漁
業
生
産
は
、
秋

サ
ケ
の
太
平
洋
海
域
の
減
少

が
大
き
く
、
こ
の
十
年
で
最

低
の
漁
獲
と
な
っ
た
。
更
に

コ
ン
ブ
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど

の
減
産
と
な
っ
た
。
ホ
タ
テ
、

サ
ケ
の
価
格
上
昇
で
漁
獲
高

は
２
千
７
百
億
円
台
を
維
持

し
た
が
、
漁
業
経
営
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

一
方
懸
案
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
は
、
関
係
国
と
協
議
に

入
っ
て
お
り
、
第
一
次
産
業

に
と
っ
て
は
予
断
の
許
さ
な

い
状
況
に
あ
る
。

今
年
度
の
水
産
基
盤
整
備

予
算
は
、
全
国
ベ
ー
ス
も
道

ベ
ー
ス
も
前
年
を
上
回
る
予

算
と
な
り
、
ま
た
新
た
な
長

期
計
画
も
開
始
さ
れ
た
。
長

期
計
画
の
３
つ
の
重
点
課
題

に
沿
っ
て
事
業
の
推
進
を
図

っ
て
い
く
と
と
も
に
、
小
規

模
漁
港
を
多
く
抱
え
る
北
海

道
と
し
て
は
第
一
種
漁
港
、

第
二
種
漁
港
の
円
滑
な
整
備

に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
平
成
２４
年
度
漁
港

愛
護
優
良
団
体
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
伏
見
会
長
よ
り
一

般
表
彰
と
し
て
、
古
平
町
教

育
委
員
会
高
齢
者
教
室
「
た

け
な
わ
学
級
」
、
上
ノ
国
町

の
ひ
や
ま
漁
協
女
性
部
上
ノ

国
支
部
、
北
斗
市
の
上
磯
郡

漁
協
は
ま
な
す
支
所
女
性

部
、
様
似
町
の
日
高
中
央
漁

協
様
似
支
所
女
性
部
、
釧
路

町
の
昆
布
森
漁
協
女
性
部
及

び
湧
別
町
の
湧
別
漁
協
登
栄

床
船
舶
相
互
組
合
の
６
団
体

に
対
し
て
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
長
（
代
理

・
�
吉
晋
吾
整
備
課
長
）
、

北
海
道
開
発
局
農
業
水
産
部

長
（
代
理
・
堀
越
伸
幸
水
産

課
長
）
、
北
海
道
水
産
林
務

部
長
（
代
理
・
金
森
浩
一
水

産
局
水
産
基
盤
整
備
担
当
局

長
）
、
田
中
潤
兒
�
全
国
漁

港
漁
場
協
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
を
述
べ
た
。

伏
見
会
長
を
議
長
と
し
て

議
案
審
議
に
入
り
、
２３
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
、
２４
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
等
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
理
事

３３
人
、
監
事
４
人
を
選
任
し
、

伏
見
悦
夫
会
長
、
村
田
駿
副

会
長
（
福
島
町
長
）
、
高
橋

昌
幸
副
会
長
（
神
恵
内
村
長
）

及
び
橋
本
勝
博
専
務
理
事
が

そ
れ
ぞ
れ
再
選
さ
れ
、
新
た

に
副
会
長
に
今
井
鐵
男
ウ
ト

ロ
漁
業
協
同
組
合
長
が
選
任

さ
れ
た
。

�
全
国
漁
港
漁
場
協
会
と

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
は

共
同
で
、
水
産
庁
の
後
援
（
予

定
）
、
�
漁
港
漁
場
漁
村
技

術
研
究
所
及
び
�
水
産
土
木

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
賛

を
得
て
「
２
０
１
２
漁
港
漁

場
漁
村
海
岸
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
行
う
こ
と
と
し
、
作

品
の
募
集
を
５
月
下
旬
か
ら

開
始
す
る
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
美

し
い
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・

海
岸
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
写
真
を
通
じ
海
や
漁
業

及
び
漁
港
・
漁
場
・
海
岸
の

現
状
、
漁
村
環
境
の
実
態
等

を
広
く
知
ら
せ
、
水
産
業
・

漁
村
の
重
要
性
、
漁
港
・
漁

場
・
漁
村
・
海
岸
の
整
備
促

進
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解

を
求
め
、
我
が
国
水
産
業
、

漁
村
の
振
興
、
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
す
る
も
の
。

応
募
要
領
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
。

◆
応
募
資
格

特
に
な
し

◆
応
募
作
品

未
発
表
の
作
品
で
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
・
海

岸
に
関
係
し
た
も
の

（
働
く
漁
民
、
四
季

や
時
間
で
変
化
す
る
漁
港
漁

場
漁
村
海
岸
の
風
景
、
海
の

環
境
、
生
物
の
生
態
、
漁
村

の
暮
ら
し
、
漁
港
や
漁
村
で

の
祭
り
・
催
し
な
ど
）

・
作
品
は
キ
ャ
ビ
ネ
版
以
上

の
カ
ラ
ー
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ

プ
リ
ン
ト
で
組
写
真
可
（
自

然
な
姿
を
デ
ジ
タ
ル
加
工
で

修
正
し
た
写
真
な
ど
は
不

可
）

◆
締
切
日

平
成
２４
年
８
月
２４
日
（
当
日

消
印
有
効
）

◆
入
賞
作
品

・
特
選
１
席＝

農
林
水
産
大

臣
賞
（
１
点
）

・
特
選
２
席＝

水
産
庁
長
官

賞
（
１
点
）

・
特
選
３
席＝

�
全
国
漁
港

漁
場
協
会
長
賞
、
全
国
漁
港

海
岸
防
災
協
会
長
賞
、
�
漁

港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
理

事
長
賞
、
�
水
産
土
木
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞

（
各
１
点
）

・
入
選
（
５
点
）

・
佳
作
（
１０
点
）

な
お
、
入
賞
者
に
は
審
査

員
奨
励
賞
を
差
し
上
げ
ま

す
。

◆
応
募
先
（
問
合
せ
先
）

〒
１
０
７
―
０
０
５
２

東
京
都
港
区
赤
坂
１
ー
９
ー

１３
三
会
堂
ビ
ル
８
階

�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

「
漁
港
漁
場
漁
村
海
岸
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
」
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
―
５
１
１
４
―

９
９
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
１
１
４
―

９
９
８
３

応
募
要
領
の
詳
細
は
、

h
ttp

:
//w

w
w

.g
y
o
k
o
u
.o

r.

jp
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
５
日
（
木
）

沖
縄
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁
場
課
長
安

里
和
政
氏
、
同
課
副
参
事
永
山
勉
氏
、
同

課
管
理
班
長
宮
里
精
有
氏

４
月
１０
日
（
火
）

北
海
道
水
産
林
務
部
水
産
局
漁
港
漁
村

課
長
能
町
浄
彦
氏
、
同
課
漁
港
漁
村
計
画

グ
ル
ー
プ
主
幹
斎
藤
主
計
氏
、
同
課
主
幹

苫
米
地
庄
吾
氏

４

月

１１

日

（
水
）

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
漁
港

課
長
林
健
児
氏
、
同
課
副
課
長
兼
構
造
改

善
係
長
�
木
英
男
氏
、
同
課
計
画
係
長
大

西
勝
則
氏

愛
知
県
農
林
水
産
部
水
産
振
興
監
井
野

川
仲
男
氏
、
農
林
水
産
部
水
産
課
長
石
井

克
也
氏

４
月
１６
日
（
月
）

千
葉
県
農
林
水
産
部
水
産
局
漁
港
課
長

中
里
孝
男
氏
、
同
課
副
課
長
平
林
利
夫
氏

４
月
１８
日
（
水
）

苫
小
牧
港
管
理
組
合
専
任
副
管
理
者
柏

葉
導
�
氏

４
月
２３
日
（
月
）

鹿
児
島
県
商
工
労
働
水
産
部
漁
港
漁
場

課
長
宮
園
穣

二
氏
、
同
課

技
術
主
幹
兼

計
画
係
長
安
藤
崇
氏

４
月
２４
日
（
火
）

愛
媛
県
漁
港
漁
場
協
会
事
務
局
長
森
下

照
美
氏

４
月
２５
日
（
水
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田
中
会
長
は
北
海

道
へ
出
張

第１回理事会開催

������	
�� ��

�全国漁港漁場協会

理事会の様子

北
海
道
漁
港
漁
場

協
会
が
通
常
総
会

平成２４年度

通常総会の様子

自
４
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
４
月
３０
日

漁 港 漁 場 月 報

漁
港
漁
場
関
係
事
業
優
良
請
負
者

漁漁漁漁漁漁漁漁港港港港港港港港漁漁漁漁漁漁漁漁場場場場場場場場漁漁漁漁漁漁漁漁村村村村村村村村海海海海海海海海岸岸岸岸岸岸岸岸
写写写写写写写写真真真真真真真真ココココココココンンンンンンンンククククククククーーーーーーーールルルルルルルル

作品募集

１３
社
を
表
彰

平
成
２４
年
度

２２２２２２２０００００００１１１１１１１２２２２２２２

表彰式の様子

漁
港
漁
場
関
係
業

務
研
修
会
を
開
催

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

写真コンクールのポスター

�����

水
産
庁
人
事
異
動


